
１．雨水管理総合計画の概要 　（３）整備目標と対策目標

　　　　雨水管理総合計画とは、下水道による浸水対策を実施する上で、当面・中期・長期

　　　にわたる、下水道による浸水対策を実施すべき区域や目標とする整備水準、施設整備 　 ７年確率降雨  計画降雨に対して 　１）当面（５年程度）

　　　の方針等の基本的な事項を定めるもの。 　 ５１．５mm/h  浸水させない 　　　　既存施設を活用し、計画施設の

　　　　 　　　　一部を整備

２．柴田町における雨水管理総合計画 　２）中期（１０年程度）

　（１）対象エリア（６排水区） 　　　　既存施設を活用し、計画施設の

　　　①船岡排水区　②中央排水区　③船迫排水区　④岩の入排水区　⑤槻木排水区　⑥鷺沼排水区 　　　　一部を整備

　３）長期（整備完了時）

　　　　計画施設を整備

３．段階的対策方針の策定

概算事業費

１）既設水路の能力不足解消 延長

２）雨水ポンプ場の整備 ﾎﾟﾝﾌﾟ能力

３）雨水調整池の整備 容量

１）既設水路の能力不足解消 延長

２）雨水ポンプ場の整備 ﾎﾟﾝﾌﾟ能力

３）雨水調整池の整備 容量

１）既設水路の能力不足解消 延長

２）雨水ポンプ場の整備 ﾎﾟﾝﾌﾟ能力

３）雨水調整池の整備 容量

１）既設水路の能力不足解消 延長

２）雨水ポンプ場の整備 ﾎﾟﾝﾌﾟ能力

１）既設水路の能力不足解消 延長

２）雨水ポンプ場の整備 ﾎﾟﾝﾌﾟ能力

３）雨水調整池の整備 容量

１）１号雨水幹線の整備 延長

２）４号雨水幹線の整備 延長

　（２）計画となる降雨　　Ｌ１（レベル１降雨） ３）雨水調整池の整備 容量 約52億円

　　　　　浸水被害の発生を防止するための下水道施設の整備の目標として、気候変動の影響を 　　　※鷺沼５号調整池１基を整備するのに９年間を要した。

　　　　踏まえて下水道法事業計画に位置づけられる降雨は、柴田町においては５１．５㎜／ｈ ４．今後の事業実施計画

　　　　となっている。これは、７年に１回程度水害が発生する規模の降雨（７年確率降雨） 　　　　鷺沼排水区が完了（令和２０年度完成予定）した後、リスクの高い排水区を選定し、国に対する

　　　　となります。 　　　事業認可申請後、事業採択を受けてからの事業の実施となる。

柴田町雨水管理総合計画について

対策降雨 対策目標 整備段階別のイメージ

計画降雨

(L１降雨)

排水区名 対　策　事　業

１６，０９０ｍ

６．７㎥/秒

６４，４００㎥

７，１１２ｍ

１０．０㎥/秒

３０，５００㎥

７，６１２ｍ

２８．１㎥/秒

１７，７００㎥

２２ｍ

０．３㎥/秒

８，９３８ｍ

１３．１㎥/秒

４１，３００㎥

１００ｍ

　　（５号調整池への流入部まで）

１，２２４ｍ

２７，０００㎥

① 船岡排水区 約70億円

② 中央排水区 約88億円

③ 船迫排水区 約107億円

④ 岩の入排水区 約2億円

⑤ 槻木排水区 約61億円

⑥ 鷺沼排水区

総事業費
約92億円
残事業費
約23億円

⑤槻木排水区

全体計画区域内　

226.10ha

④岩の入排水区

全体計画区域内　

20.3ha

➂船迫排水区

全体計画区域内　

234.30ha

➀船岡排水区

全体計画区域内　

427.40ha

➁中央排水区

全体計画区域内　

263.40ha

⑥鷺沼排水区

全体計画区域内　

112.50ha

➁

➂

④

⑤

⑥

①

雨水管理総合計画６排水区位置図


